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会長のことば 
12 期 浅野 昭 

 
 

久しぶりの slope をお届けします。 
 
オリエンテーリングは数十年前日本に紹介されたころの普及期には、 
よく「生涯スポーツ」という言葉を使われました。 
全日本大会他どんな大会でもエリートクラス以外に年齢性別ごとに分かれたクラ 
スが用意されており、どんな人でも目指すべき目標を見つけることができるのが、 
他のスポーツにはない特徴だと言われてました。 
 
ただ、実際のところは、仕事や家庭のことで忙しく、 
自分の趣味、ましてや費やす時間が多くなりがちな 
競技スポーツ＆トレーニングには、なかなか取り組めないのが実情だと思います。 
（実際のところ、わたし自身もそうです。） 
 
ところで、つばめ会としてのイベントではありませんが、 
例年、ＯＬＴ杯には、つばめ杯クラスが、そしてインカレ応援ツアーでは 
併設リレーでは期別対抗リレーをするのが恒例となっております。 
 
ぜひ、こんな機会をきっかけにして、オリエンテーリングの世界に 
ゆるくつながっていただけたら、 
いつしかまた張り合いのある競技スポーツの趣味として復活できるかも 
しれません。 
 
つばめ会の活動は、ＯＬＴへの支援も大切な活動目的の一つですが、 
会員のみなさん自身の楽しみを提供するのも、大切な活動となっております。 
 
つばめ会とは今後も、末永くお付き合いいただけたら幸いです。 
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幹事長の言葉  
28 期伊藤 

 
つばめ会の皆様、ご無沙汰しております。今回まで幹事長を務めさせていただいております、28 期の伊

藤です。今回は Slope の発行が遅れてしまい、申し訳ありませんでした。ひとえに私の不徳の致すとこ

ろです。さて、春先となり、温かい日々が続くようになり余した。（まだ、私の住んでいる水戸は寒い

ですが・・・）季節も変わり、幹事も変わるということで、心機一転、総務としてこれからもつばめ会

にかかわらせていただく所存です。 
皆様も現役に対してのご支援を引き続きお願いするとともに、つばめ会各位のご活躍をお祈り申し上げ

ます。 
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近況報告 
36 期部長 細川 公平 

 
部長の細川です。 
OLT は現在インカレミドルに向けて活動しています。先日のロングセレでは通過者が 2 人という形に

なりましたが、新しく入った１年生をはじめとした現役部員の成長も著しく、インカレミドルではいい

成績を残してくれると（期待してもいいと）思います。 
また 10 月に行った前期の反省において金テクのやり方やトレーニングキャンペーンなどについても

継続や見直しなどが（主に運営期によって）行われました。結果的には今までと大差ないのですが、話し

合うことが大事だと思っています。 
 
話は変わりますが、当部では先日の飲み会の際に少し他所と問題を起こしてしまった関係で 11 月の間

部室での飲み会を自粛しておりました。12 月以降自粛は解除され、部室での飲み会が禁止、ということ

には至りませんでしたが今後このようなことが起こらないようにいくつか取り決めを決めさせていただ

きました。今後 OB の方々が部室で飲むような機会があった場合、少しご不便をかけてしまうことがあ

るかもしれませんが、どうかご容赦下さい。またこの件に関して一部の方々にはご心配をおかけしまし

た。申し訳ありません。 
 
以上、近況報告になります。これからも現役部員は努力していく所存なので、つばめ会のみなさまには

彼らを見守り、またよろしければサポートしていただければと思います。 
 
稚拙な文章でしたが、今後とも OLT 現役部員をよろしくお願いします。 
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コーチの言葉 
34 期 古林 琢 

 
 つばめ会のみなさん、こんにちは。今回は現役の皆さんの近況報告をします。 
 (僕より詳しい方もいるかもですが……ってそれはよくないですね。精進します) 
 
 まずはインカレスプリント・ロングをエリートで走った戸上(35 期)と西村君(36 期)。今年は競技面において

彼らを中心としたチームとなっています。スプリントでは西村は 10 位と健闘しましたが、戸上はまさかの

DISQ。またロングでは二人ともに持っている実力に比べると振るわない結果となってしまいました。しかし

戸上は先日の全日本ミドルでなんと 6 位入賞！ 実力が十分にあることを示しています。秋インカレの悔しさ

をバネに春のインカレではよい結果を見せてくれるのではと期待しています。 
 
 次に先日の全日本スプリントにて、選手権クラスの予選を見事に突破してみせてくれた芳賀(36 期)と大久保

(38 期)です。芳賀は 1 年の頃から実力の片鱗をちらつかせていたのですが、その開花が今か今かと、そんな感

じがしています。大久保は期待の 1 年生。これからの OLT をしょって立つ男の一人であろう、そう感じてお

ります。インカレミドルセレクション通過に向けて勢い十分、期待できます。期待しましょう！ 
 
 そして伸び盛り、二年生(37 期)からの注目選手は小野、桑原、中谷です。小野は精度の良い地図読みからの

ミス率を下げたオリエンをこなせますが、体力面がやや劣るといったところですが、先日、「しっかり走りこ

んで体力をつけます」とのアピールがありました。桑原は体力自慢。負けず嫌いな節があり、同期には負けぬ

とどんどん力をつけていっている、そんな印象を受けています。そして中谷もそんな桑原には負けぬといった

感じで、トレーニングも励んでおり、レベルアップしていっています。彼らの切磋琢磨した争いが、OLT を強

くしていってくれるのではないか、そんな気にさせてくれます。 
 
 そして新人。注目は筆者が CC7 の 7 走において 15 分差をつけられてしまった小原です(筆者があまりに情

けなかったという俗説通説がある)。なんといっても魅力は走力。38 期は小原だけでなく何人も学 1(現在はお

よそ 3 km のコース)を 10 分台で走っているとのことで、魅力を感じる選手ばかりです(※筆者は最高タイム

11:10 であった……遅い)。そんな彼らのオリエンテーリングの実力を身につければ……と考えると、僕の責任

重大ですかね。春インカレでは成長した彼らの姿を見せられるよう、僕も励もうと思います。 
 
以上、近況報告でした。現役への応援、声援、是非よろしくお願いします！ 
  



7  

つばめ会会計報告 
 

繰り越し金額に間違いがあったため 13-14 会計報告を訂正（Slope 32,34 号参照。） 

 
上記の通り、2013-2015 年の収支報告致します。 

会計 千田 
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つばめ会メーリングリスト・ホームページについて 
 
◯つばめ会ML(メーリングリスト) 
つばめ会会員間の連絡手段の1つとして立ち上げています。大会情報・観戦記、同期会・飲み会の連絡、近況報

告などお気軽にご利用ください。 
なお、yahooグループのサービス終了につき、昨年度よりつばめ会MLはfreemlにより運用を開始しております。

新しいメールアドレスはtsubamekai[at]freeml.comとなります。 
ご不明な点がありましたら、管理者の堀越 (29 期)までご連絡ください。 
また、このML に関するホームページ(登録メンバーのみ)にて過去ログなどを閲覧することもできます。

http://www.freeml.com/tsubamekaiまでアクセスしてください。 
 
◯ホームページ 
また、つばめ会および東工大OLT のホームページが稼働中です。ぜひご覧ください。 
つばめ会のホームページ 管理人:楠（31期） 
http://www.geocities.jp/tsubamekai/ 
東工大OLT のホームページ  
http://www.geocities.jp/tokyo_inst_of_tech_olt/index.html 
Twitter 
https://twitter.com/titech_OLT 
 
 
 

編集後記 
 

 皆様、こんにちは。つばめ会広報の楠（31 期）です。 
最近はめっきり体を動かすことが減りまして、スポーツといえばゴルフくらいしかしておりません。たまにはオリエン

の大会にも顔を出せると良いのですが・・・。 
さて、この度は slope の発行が遅れましたことお詫び申し上げます。申し訳ありませんでした。 
また、原稿を執筆していただいた方々におかれましてはありがとうございました。数カ月前に書いていただいた方

もおりまして、内容が古くなってしまいました。私は 2 年の間広報担当として活動してまいりましたが、最後の最後

に拙い仕事となってしまいすみませんでした。次の広報担当は 33 期の長坂君に引き継ぎます。いつかまた皆様

にお会いできることを楽しみにしております。 
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